
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 第一回のワークショップで集まった地区の「困りごと」や「自慢」
を踏まえ、第二回のワークショップでは、「困りごとを解決するとど
んな地区になるか」「今ある魅力や取組みを生かして、どんな地区に
していきたいか」を話し合いました。 
その後、目指す地区になるために「今、地区や自分でやっているこ

と」「今後、自分がやってみたいこと」「自分でなくてもやったほうが
いいこと」などのアイデアを出し合い、「地区で目指す姿」「具体的な
取組みの例」としてまとめました。 

 

日時：９月 23日（月・祝）19時～     
場所：万田中央体育館 
参加者数：12名 

 
 

【万田中央地区の参加状況】 

 

万田中央地区 

第二回ワークショップレポート 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■万田中央地区で話し合った目指す姿と具体的な取組みの例 

　【行政にしてほしいこと】

・相乗りタクシーの制度化

　

・スーパーの誘致
・万田中央グラウンドでどんどや
　（許可を出すための検討を）
・体育館をきれいにしてほしい
　（フロアがすべる。雨漏りがする。電灯が消えている。

・万田中央地区新堀（池）の始末をしてほしい

　　

　

　

(目指す姿)

対策の方向性①

対策の方向性②

対策の方向性③

対策の方向性④

○児童公園の草取りに参加する

○不要な大木や竹を切ってもらう

史跡巡りができる

清潔なまち

○フラワーロードを手入れできる人材を育てる

○経験者の話を聴き、手伝う

○史跡について勉強する

○史跡巡りのイベントを行う

○将来を担う子どもたちがどうなりたいか、何をしたいかを
聴く

○全住民あいさつ運動

○小学校、PTA、子ども会との連携

○スーパーのカートの個人利用を検討してもらう

空き家の管理

○行政に依頼する

○体操教室への参加を呼びかける

○学校への呼びかけ

若い人（高校生・高専生）がまちづくりに
積極的に参加

○ゴミ出し、リサイクル後の片づけ

○花を植える

フラワーロードを維持する

（地区全体の方針）　　世代間のコミュニケーションがとれた「明るい」「元気な」まち

「安心・安全」なまち「住みやすい」まち地域のコミュニケーション 「明るくきれいな」まち

雑草がなく、大木や竹林が整備されたまち
高齢者と若い人の交流を行う

子どもたちが自由に遊べる場所がある 地域高齢者の見守り

○みんなが参加できる楽しいイベントをする
・門松作り大会、BBQ、万田山ウォーク、グランドでキャン

プ講座など
・他地区と協力

○休耕畑の草刈り

○若い人や高齢者に地区行事への参加を呼びかける

スーパーや店がある

具体的な取組み④

挨拶と声掛けがある笑顔のまち 教育熱があるまち

○巡回訪問販売のシステムを取り入れる

○学生の活動へ積極的に参加する
・夏休みのラジオ体操に毎日参加

具体的な取組み①

具体的な取組み②

具体的な取組み③

○地区公民館やふれあいハウスの活用

○協議会活動（お手伝いも含めて）

○活動を担う人材発掘

○新居住者とコミュニケーションを心がける

○子どもたちや高齢者へ、笑顔で声掛けする

○コンテナでのイベント活動
・コンテナハウスで駄菓子屋

みんなが利用しやすい、集える場がある

○市役所のボランティアに参加

○通学路の見守り

○地区運動会を行う

○高齢者の健康の啓もう

○高齢者の困りごとの話を聴く

○区の体育館でペタンク教室

音楽や体操がさかんな「元気な」まち 災害時の避難場所がある

子どもの見守り課①

課①

課①

魅②

課④

課⑤

課③課④

課①

魅③

課②
課③ 魅①

課①

課④

課④

課④
課⑤

魅③

魅③

魅④

魅④

　

　

　

課①

課②

課③

課④

課⑤

魅①

魅②

魅③

魅④

地区の
課題

１．史跡が多い
・城跡
・田次郎丸の史跡
・妙見さん、権現さん

２．フラワーロード（２）

３．施設
・コンテナハウス、体育館、
　グラウンド（２）

・万田山からの景観
・万田坑

地区の
魅力

１．地域のつながり
・地域のコミュニケーションがうまくとれない
・地域行事の参加者、スタッフが少ない（２）
・古い住民の、新規居住者に対する感謝がな
い（２）
・自治会に加入する人が減少（２）
・高齢化で自治会の班長をする人がない
　（高齢化率33.8％／市内8位）

２．暮らしの不便
・スーパーがなくなったので不便（２）
・商店が偏っている、コンビニがない
・公共の乗り物の運行回数が少ない

３．空き家、雑草問題
・空き家、空き地の管理が行き届いていない
（２）
・持ち主不明の土地がある
　（管理者がいない）
・大木があり、電波の入りが悪い

４．安全
・通学時の安全確保ができていない
・除草、公園と道路わきの木の枝が伸びす
ぎ、見通しが悪いので交通事故の可能性が
ある

・独居高齢者の買い物、ゴミ出し、リサイクル
品出し、草取り、大工仕事が不便


